
14きらりと光る　まち　日野町

町
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

6
月
2
日
、
任
期
満
了
に
よ
る
町
農
業
委
員
会
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
、
立
候
補
者
7
人
が
無
投
票
で
当
選
。
ま
た
、
町

議
会
、
農
業
協
同
組
合
、
伯
耆
農
業
共
済
組
合
か
ら
4
人
が

推
薦
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
に
任
命
さ
れ
た
農
業
委
員

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

【
任
期
】
平
成
25
年
6
月
19
日
～
平
成
28
年
6
月
18
日

　
農
地
・
農
業
委
員
会
制
度
を
め
ぐ
る
情
勢
が
著
し
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
以
前
に
も
増
し
て
農
業
委

員
会
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
出
て
き
て
い

ま
す
が
、
生
産
性
の
低
い
山
間
部
に
お
い
て
「
い
か
に

農
地
を
守
る
か
」、
ま
た
「
そ
の
必
要
性
は
」
な
ど
、

本
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
構
成
も
決
ま
り
、
色
々
な
問
題
点
を
見
据

え
た
日
常
的
な
活
動
の
中
で
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
農

業
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
地
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
時
は
、
地
区
担
当
委

員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
に

会
長
　
長
住 

武
美

松
ま つ も と

本ゆみ子
こ

（濁谷）

【担当地区】
濁谷・高尾・金持・板井原

《 町議会推薦 》

頭
かしらもと

本 佳
か な え

苗（中菅）

【担当地区】
中菅・小河内・上菅・福長

《 町議会推薦 》

上
う え た に

谷 修
おさむ

（久住）

【担当地区】
黒坂・久住・下黒坂・下菅
《 伯耆農業共済組合推薦 》

柴
し ば た

田 喜
よ し ひ ろ

博（秋縄）

【担当地区】
門谷・秋縄・三土

《 農業協同組合推薦 》

生
い く た

田 透
とおる

（三土）

【担当地区】
門谷・秋縄・三土

野
の だ

田 和
か ず し

志（野田）

【担当地区】
根雨 / 貝原 / 三谷

舟場 / 野田

久
く し ろ

代 宏
こ う い ち

一（黒坂）

【担当地区】
黒坂 / 久住 / 下黒坂 / 下菅

中
な か は ら

原 孝
た か ひ ろ

博（下榎）

【担当地区】
津地 / 安原 / 下榎

青
あ お と

砥 昭
あ き お

雄（福長）

【担当地区】
中菅 / 小河内 / 上菅 / 福長

松
ま つ も と

本 昌
ま さ あ き

明（本郷）

【担当地区】
本郷 / 榎市 / 別所 / 小原

長
な が す み

住 武
た け み

美（高尾）

【担当地区】
濁谷 / 高尾 / 金持 / 板井原

会長 会長職務代理



15 広報ひの 7 月号 -2013 ‐

町
で
は
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
、「
日
野
町
誌
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、

社
会
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
改
め
て
ま
ち
の
あ
ゆ
み
・
歴
史
を
振
り
返
り
、

ま
ち
の
記
録
・
財
産
と
す
る
た
め
の

新
し
い
「
日
野
町
史
（
仮
）」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
町
史
の
編
さ
ん
に
あ
た
り
、

ま
ち
の
あ
ゆ
み
・
歴
史
を
物
語
る
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
、
建
物
や
行
事
な
ど
の
写
真
や
、

町
の
刊
行
物
、
書
籍
な
ど
の
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
収
集
資
料　

①
日
野
町
お
よ
び
旧
町
村
に
関
す
る
写
真
（
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　

の
、
建
物
や
地
域
の
風
景
、
祭
り
、
行
事
な
ど
）

　
　
　
　
　
　

②
日
野
町
お
よ
び
旧
町
村
に
関
す
る
資
料
（
行
政
の
刊
行
物
、　

書
籍
、

　
　
　
　
　
　
　

映
像
記
録
な
ど
）

　
　
　
　
　
　

③
そ
の
他
の
歴
史
的
資
料

※
こ
れ
ら
の
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
記
録

を
取
っ
た
う
え
で
、
資
料
価
値
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
町
史
編
さ
ん
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

■
連  

絡  

先　

役
場
企
画
政
策
課  

入
澤
眞
人
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

新
し
い
町
史
の
編
さ
ん
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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３拍子そろった「鶏むね肉」を上手に活用しましょう！

　鶏むね肉は、高タンパク・低カロリーで、生活習慣病予防や低栄養予防のための食事には積極

的に活用したい食品です。

　調理の仕方によって、パサパサとした口あたりになることもありますが、調理法のポイントを

知っておけば、肉のうまみを閉じ込め、柔らかく仕上げることができます。

安い！ おいしい！
栄養たっぷり！

①電子レンジで調理する場合（少量の場合）
　鶏むね肉100㌘に対して、大さじ1杯程度の酒を振りかけ耐熱ボウルに入れ、ラッ
プをかけて電子レンジで 2分ほど加熱する。ラップをかけたまま 5分ほど蒸らす。
②鍋で調理する場合
　沸騰したお湯に酒大さじ 2杯程度を加え鶏むね肉を入れる。再び煮立ったらふ
たをして火を止めてそのまま蒸らし、冷めるまで置いておく。

～  鶏むね肉をおいしく調理するポイント  ～


